寄生 虫 学 雑 誌 総 目 次 (第 9 巻 ) 


昭和 35 年 2 月 , 1 頁 ~124 貢 ) 


第 9 巻 第 1 号 (1960, 


論文 番号 者 
1. 福井 正信 : 4-Iodothymol の 多 虫 駆虫 作用 に 関す る 実験 的 研究 ere (1~21) 
2. 佐藤 孝 慈 : Cotton rat を 用 いた 系 状 虫 症 化 学 療法 の 実験 的 研究 
(2) スパ トニ ン 及 び マ フ ア ル ゾー ル の 成虫 に 及ぼ す (22~31) 
3. 柳井 富夫 : 腸管 外 に 置か れ た 各種 興 虫 卵 の 態度 並び に 運命 に 関す る 研究 
(3) 変 温 動 物 の 腹腔 内 に 於 ける 豚 発育 に つい て (32~41) 
4. 橋本 ミヤ イ リガ イ の 交尾 状況 と その 徴 と の 関係 つい て (42~48) 
. 小野 豊 ・ 木 村 重 ・ 久 葉 昇 : 人 工 感 染 肝 蜂 牛 に と な ける 臨床 お よび 血液 学 的 観 宗 ーー…………… (49~60) 
6. 小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 熊 田 三 由 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 小 島 邪 子 : セ ョ ファ ン 厚 層 塗 抹 
7. 田 : の 発育 に 及ぼ す (2) 中 効果 に つい て (69~72) 
8. 楠 正 知 ・ 鳥 井 達生 ・ 松 本 恒夫 ・ 沢 田 順 ・ 堂 本 一 郎 : 多 虫 の 腸管 外 寄生 に 関 
する 実験 的 研究 (4) 犬 多 虫 の 猫 及び 家 兎 筋肉 内 へ の 移し 変え に つい て er (73~75) 
9. 福原 文明 : 赤痢 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 (1) 補 体 結合 反応 各種 抗原 の 比較 (76~84) 
10. 小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 川 初 枝 : ドウ モイ 酸 に よる 貴 虫 集団 駆虫 効果 …… (85~87) 
11. 中村 文昭 : 虫 九 に よる 肉芽 腫 形成 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 
12. 中村 文昭 : 虫 卵 に よる 肉芽 腫 形成 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 
(3) 虫 結節 経時 的 観 い て (99~116) 
13. 小川 初枝 : 時 虫 症 に 関す る 研究 (3) ピ ペ マラ ジン 製剤 に よる 


症 の 短期 集団 駆虫 な ら に 陰 転 者 の 再 感 に つい て 
第 9 巻 第 2 号 (1960, 昭和 35 年 4 月 , 125 頁 ~216 買 ) 


14. 藤田 : の 発育 に 及ぼ す 影 響 (3) 温度 と 殺 効果 (125~128) 
15. 小池 保 ・ 京 吉 美 ・ 飯 野 洗 朗 : マウ ッ ス の Encephalitozoon 自然 感染 に つい て ……………・ (129~132) 
16. 平林 : オ キシ キノ リ ン 導体 の 赤痢 ー バ に 対す る 作用 (133~144) 
17. 福原 文明 : 赤痢 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 (2) 赤痢 アメ ー バ の 補 体 結合 反応 , 

沈降 反応 及び Immobilization test に 就 い て (145~149) 
18. 矢島 を ふき: 多 虫 Carrier に 関す る 公衆 衛生 学 的 研究 

(3) 浮 法 及 び 抹 法 の 検出 力 と 寄生 虫 数 の 関係 a (150~161) 
19. 小宮 義 考 ・ 鈴 木 了 司 ・ 熊 田 三 由 ・ 福 島 健 ・ 小 財 勲 : 滋 賀 県 生 玲 湖 周 辺 


20. 芦田 遇 駆虫 効果 に ける Santonin と Choleretica と の 関係 に 関す る 研究 
(1) 2-Phenylquinoline-4-carboxylic acid (Chinophenum) に 依る Santonin と 


(167~172) 
21. 横川 宗雄 ・ 吉 村 之 : 人 体 肺 吸虫 症 の 病理 肺 に ける 
22. 小宮 義孝 ・ 佐 々 木 孝 ・ 飯 島 利 彦 : 2-Amino-d-glucose (Glucosamine) に よる 


23. 福井 正信 : 馬 の 条 虫 と その 中 間 宿 主 に 関す る 研究 (1) 馬 に 寄生 する 
・ Anoplocephalidae 科 条 の 本 に お ける 状況 と その 駆虫 に つい で て 
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24. 


小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 信 津 見 晴彦 ・ 小 島 邦 子 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 川 初枝 : 下剤 ぬき 
釣 虫 集団 駆虫 に つい て (4) ヨー ド チ モー ル と 1- プ ロー ム ・ ナ フト ー ル (⑫②) 


の 駆虫 効果 の 比較 試験 (195~198) 
岩田 ・ 緒 形 一 保 ・ ドウ モイ 酸 に よる 及び の 駆虫 実験 (199~201) 
小 財 勲 : 殺 卵 剤 と し て の 重 硝酸 曹達 の 再 評 価 (1) 訂 尿 メジ ウム 酸性 化 に 用 

5 る 過 燃 酸 に つい で (202~210) 


吉田 幸雄 ・ 宮 本 正実 : Paragonimus ohiraiz Miyazaki, 1939 (大 平 肺 吸虫 ) の 
新 第 1 中 間 和 宿主 Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959 (ヨシ ンダ カ ワザ ン 


第 9 巻 第 3 号 (1960, 昭和 35 年 , 6 月 , 217 貢 ~344 頁 ) 


福井 正信 ・ 金 子 忠 三 ・ 小 川 誠 : 馬 の 条 虫 と その 中 間 宿 主 に 関す る 研究 
(2) Anoplocephala perfoliata に 対す る Bithionol 及び その 一 誘導 体 と 
Dichlorophen に 依 る 駆虫 に つい て (217~223) 


沢田 : ビ チ オ ノー ル ア セ テー ト 製 剤 に よ る 有 人 駆除 試験 (224~226) 
昭三 ・ 川 副 泰 時 : の 呼吸 代謝 (1) 遇 卵 の 発育 と メチ レン 青 脱色 能 の 関係 (227~231) 
斉藤 昭三 : の 呼吸 代謝 (2) の メチ レン 青 脱色 能 に 及ぼ す 


阻害 剤 及び Cobalt-60 照射 の (232~238) 
. 福原 文明 : 赤痢 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 (3) 赤痢 アメ ー バ を 腸管 及び 肝臓 に 

接種 し た 動物 の 病理 組織 学 的 所 見 と 血清 反応 と の 関連 に つい て RR RI ER (239~245} 
高野 三郎 : 肺 吸虫 症 の 免疫 学 的 診断 法 に 関す る 研究 er (246 ~265) 
大 村 寛 俊 : 肺 吸虫 の 宿主 特異 性 に 関す る 研究 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 及び 

大 平 肺 吸 虫 の 白黒 腹腔 内 及び 皮下 移植 実験 er (266~280) 
矢島 ふき : Carrier に 関す る 公衆 衛生 学 的 研究 (4) 卵 密度 より 

する 寄生 貝 数 推定 法 に 対す る 疑義 に つい て 0 (281~289)} 
浅見 克 三 ・ 川 副 泰 時 ・ 米 谷 国男 ・ 一 杉 正治 : 海藻 ハナ ヤナ ギ か ら 抽 出さ れ た 

駆虫 成分 ドー モイ 酸 の 駆除 効果 (290~293} 
波多 野 精 美 : 愛媛 県 南 字 和 郡 に お ける 肺 吸虫 症 の 疫学 的 研究 

ーー 一 肺 吸虫 症 の 集団 検診 を 中 心 と し て 一 eee (294~ 308) 
関 剛 ・ 大 鶴 正 満 . 福島 県 に お け る 肺 吸虫 症 の 1 流行 地 に つい て CE Ra (309~313} 
尾崎 弘行 : 宮入 貝 に 寄生 する 繊毛 虫 Conchophthirus katayamae Ozaki の 研究 ーー (314~321) 
魚谷 和彦 : 人 原 中 に 見 出さ れ た 尾久 桁 線 虫 の 研究 (1) 培 状 条 件 の 検討 (322~327) 
魚谷 和彦 : 人 尿 中 に 見 出さ れ た 尾久 桂 線 虫 の 研究 (2) 生物 学 的 性 状 に つい て (328~335) 
魚谷 和 導 : 人 尿 中 に 見 出さ れ た 尾久 桂 線 虫 の 研究 (3) 実験 動物 に 対す る 感染 実験 ……………… (336~338) 
魚谷 和彦 : 人 尿 中 に 見 出さ れ た 尾久 桂 線 虫 の 研究 (4) 各種 薬剤 に よる 殺虫 試験 ………… (339~344} 


第 9 巻 第 4 号 (1960, 昭和 35 年 , 8 月 , 346~450 頁 ) 総会 記事 号 
第 9 巻 第 5 号 (1960, 昭和 35 年 , 10 月 , 451 貢 ~628 買 ) 
横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 小 宮 義 孝 : 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus ohirai Miyazaki, 


1939) の 形態 に つい て ttt (451~456) 
石川 道 : の 排 江 系 に つい て (457~463) 
沢田 条 に お ける 節 落 下 の 日 週 期 性 に つい て (464~469) 
東 過 弘 : 腸 内 細菌 の 敵 虫 感染 に 及ぼ す 影 響 の 病理 学 的 研究 殊 に 枯草 菌 と 肝 

感 関係 に つい て (1) モル モッ ト に お ける 寄生 学 的 (470~479) 


小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 杉 山 太 幹 ・ 久 津 見 晴彦 : 多 虫 卵 検査 法 の 再 検討 
ー 検査 時 に お ける お よび 培養 法 の 多 検 出力 と に つい て (480~485) 
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44. 
45. 
46. 


49. 


52. 


53. 


67. 
68. 
69. 
70. 


71. 
72. 
73, 


74. 


75. 


藤 陵 至 功 : Trypanosoma 感光 に Sabin-Feldman 方 式 を 用 いた 色素 試験 に つい で ーー……………・ (486~499) 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 小 宮 義 孝 ・ 日 野 和 徳 ・ 斉 藤 泰 弘 ・ 横 山 三郎 ・ 茂 木 安平 : 
多 虫 Carrier の 臨床 的 研究 (第 6 報 ) 網状 赤血球 数 , 血清 鉄 量 , 床 内 鉄 量 , 


戻 内 出血 量 , 小腸 X 線 所 見 より みた 筑 血 発見 機構 の 解析 ee (500~509) 
大 村 : 有 リュ モー ナス の 性 尿 路 感染 に つい て (510~514) 
小宮 義孝 ・ 吉 田 幸 雄 ・ 冨 村 保 : 悦楽 村 (小型 大 平 ) 肺 吸虫 (Paragonimus 

iloktsuenensis Chen, 1940) 幼虫 の 排 洪 系 統 ee (515~518) 
小 財 勲 : 殺 卵 剤 と し て の 亜 硝酸 曹達 の 再 評 価 (2) 過 読 酸 石灰 - 亜 硝酸 曹達 混 

小 財 剤 と し て の 硝 酸 達 の 再 評価 (3) 過 酸 石灰 - 硝酸 混 

合 系 の 虫 殺 中 間 そ デル 試験 (529~540) 
荒木 恒 治 : ラン ブル 貫 毛虫 症 に 関す る 研究 第 3 編 ラン ブル 団 毛虫 に 対す る 

Chloroquine の 減 効果 に つい て (効力 試験 ) 第 4 編 総括 (541~550) 
小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 川 初枝 ・ 熊 田 三 由 : Pyrvinium pamoate (Poquil) に よる 

の 集団 駆虫 成 (551~555) 
伊藤 康夫 : Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1941) に 関す る 研究 

(1) 雌雄 成虫 の 形態 Po (556~563) 
伊藤 康夫 : Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1941) に 関す る 研究 

岩崎 弘 三 郎 : 棟 鳥 住 血 吸 虫 Miracidium に 関す る 研究 

(1) 住 血 吸 虫 Miracidium の 形態 に つい て (575~581) 
郎 : 同 (⑫) 鳥 住 血 吸 虫 Miracidium の 生態 に つい で て (582~588) 
岩崎 弘 三 郎 : 同 (3) 棟 鳥 住 血 吸 虫 Miracidium の 発育 に つい て er (589~595) 
田中 実 : 隠岐 産 Trichobilharzia physellae に 関す る 研究 

(1) 隠岐 産み モ に 寄生 する Trichobilharzia physellae: (596~603) 
田中 実 : 同 隠岐 モ ノア ラ カ イ に 寄生 する 住 血 虫 セ ルカ リア (604~609) 
田中 実 : 同 (3) 成虫 育成 に 関す る 実験 的 研究 ee (610~614) 
田中 実 : 同 (4) Cercaria 育成 に 関す る 研究 ee (615~619) 
吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 島 谷 敏郎 ・ 松 尾 豆 久男 : ベ さ フ ェ ニ ウム ・ ハ イド ロ オ キシ 

ナ フ ト エ イト , 四 塩 化 エ チレ ン , 1・ ブ ロモ ・ ナ フト ー ル (2② 及び 4・ ョ ー 

ド チ モー ル の 人 に 対す 効果 の 比較 研究 (620~628) 
第 9 巻 第 6 号 (1960, 昭和 35 年 12 月 , 631 買 ~777 頁 ) 
横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 大 島 智 夫 : 肺 吸虫 の 単数 寄生 に 関す る 研究 re (636~640) 
上 田 春 人 : 赤痢 アメ ー バ の 培地 内 被 胞 に 対す る 培地 の 栄養 状態 の 違い の 影響 ーー (641~645) 
市 岡 四 象 ・ 鈴 木 昭雄 ・ 和 田 晃 直 ・ 藤 田 豊 治 ・ 黒 坂 潤一 ・ 滝 中 一 ・ 守 随 忠 雄 ・ 

上 日 本 の 症 並 びに こそ の 治療 に 関す る 調査 (646~653) 
久 津 見 晴彦 : 多 虫 症 に お ける 鉄 出納 に 関す る 研究 (1) 鹿内 鉄 定量 法 と 鹿内 鉄分 布 形式 …… (654~661) 
藤 陵 至 功 : 大 腸 ペ ラン チ ジ ウム に 対す る 各種 動物 正常 血清 の 旋 害 作用 (662~672) 
東 片 弘 : 腸 内 細菌 の 映 虫 感染 に 及ぼ す 影 響 の 病理 学 的 研究 殊 に 枯草 苗 と 肝 

の 関係 に つい て (2) モハ モッ ト に お ける 病理 学 的 観 (673~684) 
佐々 学 ・ 百 坂 竜 暗 ・ 魚 谷 和 彦 ・ 三 浦 昭 子 ・ 福 井 正信 ・ 寺 邑 誠 祐 ・ 雨 宮 義 文 ・ 

前 田 繁 : 秋 田 県 下 の ぁ る 農村 地帯 に お ける 寄生 虫 と くに 釣 虫 類 の 検査 研究 ………… (685~691) 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 ・ 荒 木 英 斉 ・ 野 崎 繁 男 ・ 宮 下 義 正 : 


フイ ラリ ア 症 消長 の 疫学 的 研究 (1) 静岡 県 吉原 市 川尻 町 の 実態 (692~700) 
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岡本 謙一 : 甲府 地方 に お ける ミヤ イリ ガイ の 季節 的 消長 

一 一 般 長 構成 の 変動 越冬 様式 に つい て 一 teeter (701~705) 
小宮 義孝 ・ 石 崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 熊 田 三 由 : Bephenium hydroxynaphthoate 

(Alcopar) の 釣 虫 (Necator americanus) に 対す る 駆虫 効果 (706~710) 
吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 ・ 宮 本 正実 ・ 島 谷 敏男 ・ 西 田 郎 ・ 山 中 ・ 加 英 : 

Fasciola sp. ( 肝 里 ) の 小児 寄生 虫 例 並び に その 薬物 的 治療 に つい て (7i1~716) 
石田 秀 雅 : 人 に 皮膚 炎 を お こす Cercaria mieensis n. sp. の 研究 

(1) 三重 県 長島 町 に 於 て コガ モ に 見 出さ れ た 一 新 住 血 吸 虫 卵 に つい て (717~723) 
石田 秀 雅 : 人 に 皮膚 炎 を お こす Cercaria mieensis n. sp. の 研究 

(2) 一 新 住 血 吸 虫 卵 より 育成 せる Cercaria mieensis n. sp. に つい て (724~729) 
石田 秀 雅 : 人 に 皮膚 炎 を お こす Cercaria mieensis n. sp. の 研究 

(3) Cercaria mieensis n. sp. の 病原 性 に つい て (730~734) 
吉田 幸雄 ・ 岡 本 憲司 ・ 肥 後 晃 ・ 今 井 貴 美子 : アメ リカ 釣 虫 の 仔犬 体内 に 於 け 

る 発育 に つい て 
御前 定 : Trichobilharzia physellae (Talbot, 1936) 及び Trichobilharzia 

ocellata (LaValette, 1855) の cercaria の 微細 構造 に 関す る 研究 (744~759) 
岩神 俊平 : 隠岐 諸島 島 前 に お ける 住 血 吸虫 皮膚 炎 に 関す る 研究 

(1) 隠岐 産 モ ノア ラガ イ に お ける Trichobilharzia physellae の 発育 に つい て (760~767) 
岩神 俊平 : 隠岐 諸島 島 前 に お ける 住 血 吸虫 皮 虜 炎 に 関す る 研究 

(2) 隠岐 水田 皮膚 炎 の 臨床 症状 , 疫学 及び 予防 に つい て (768~777) 


(735~743) 
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